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１．対象地域の状況 



１．一般国道３６号の概要 
○一般国道３６号は、北海道札幌市から室蘭市に至る延長約１３０ｋｍの主要幹線道路 

○このうち苫小牧市～室蘭市間においては、４車線区間に挟まれた２車線区間が３箇所存在 

１．対象地域の状況 

２ 

一般国道３６号 

白老拡幅 
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苫小牧市 
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Ｎ



新千歳空港

苫小牧市

36
仙台藩陣屋跡地

萩野ハマナス公園

自然公園

地獄谷

くま牧場

時代村 ドライブイン

虎杖浜温泉

遊園地・水族館

地ビール館

アイヌ民族博物館

※H32に「民族共生
象徴空間」が開設

道の駅ウトナイ湖

大型ショッピングモール

みなと市場

（ラムサール湿地）

倶多楽湖 白老拡幅 

２．観光 

○来道観光客の約７割が利用する新千歳空港から登別市間を結ぶ国道３６号の沿線には、ラムサール条
約登録湿地のウトナイ湖やアイヌ民族博物館、登別温泉などの観光・文化施設が多数存在 

○周辺地域は、これらの観光拠点を周遊する観光客が年々増加傾向 

１．対象地域の状況 

３ 

■沿線自治体の観光入り込み客数 

資料：北海道観光入り込み客数調査 
※沿線自治体：苫小牧市、登別市、白老町 

■国道３６号沿線の観光施設の周遊状況 
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■沿線自治体の外国人宿泊客数 

航空機

（新千歳空港）
70.2%

航空機

（その他空港）
17.5%

JR
5.6%

フェリー
6.8%

資料：平成27年度来道者輸送実績（北海道） 

■来道者輸送の割合 

来道者の約７割が 
新千歳空港を利用 

凡 例

： 国道36号沿線観光地
： 周遊観光ルート

資料：北海道観光入り込み客数調査 
※沿線自治体：苫小牧市、登別市、白老町 

ウトナイ湖 

登別温泉 遊園地・水族館 国立アイヌ民族博物館 



２．観光 

○平成３２年には、白老町のポロト湖畔にアイヌ文化の復興等の拠点となる「民族共生象徴空間」の開
設が予定 

○平成３０年には、室蘭港－宮古港間に定期フェリーの就航が予定 

１．対象地域の状況 

４ 

交通アクセス 

・平成32年のオリンピック・パラリンピック東京大会の開催にあわせて、白老町
に整備（平成26年6月閣議決定） 

・年間100万人の来場者の受け入れ体制を確立するため交通アクセスの強化
等を推進（平成28年7月「民族共生象徴空間」基本構想） 

 

【民族共生象徴空間】 

・平成30年6月就航予定 

・乗客定員600名 

・1日1往復運行 

・両港ともに周辺に観光資
源が豊富にあるため、物
流のみならず旅客需要の
増加が予想 

・室蘭、宮古両市の民間レ
ベルによる連携やPRの
動きも活発化 

【室蘭港～宮古港間のフェリー就航】 

資料：室蘭市HP 

■室蘭港への 

  フェリー試験入港状況 

 

資料：室蘭市HP 資料：室蘭開発建設部 

資料：内閣官房アイヌ総合政策室HP 
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３．産業 

○対象地域は、北海道全体と比べて第２次産業の就業割合が高く、重工業が盛んな地域 

○北海道の２つの国際拠点港湾苫小牧港・室蘭港は、道内の港湾取扱貨物量の約６割を占める北海道最
大の物流拠点で港湾取扱貨物量は増加傾向 

○室蘭港は、背後に製鉄工場や製紙工場が立地し、製品の原料となる鉄鉱石や木材チップの輸入が多く、
苫小牧港は、製油工場が背後に立地するため原油等の輸入が多い 

１．対象地域の状況 

５ 

■産業就業人口 

資料：国勢調査 ※対象地域：室蘭市、登別市、白老町、苫小牧市 

資料：苫小牧港、室蘭港統計年報 

増加傾向 

■苫小牧港・室蘭港の取扱貨物量 
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※完成自動車を除く 
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■室蘭港の輸入貨物 

資料：H27室蘭港統計年報 

■苫小牧港の輸入貨物 ■苫小牧港の移出貨物 

資料：H27苫小牧港統計年報  
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資料：北海道港湾統計年報（H27） 

道内取扱貨物量 
の約６割 



■苫小牧港～室蘭港間の主な物流 

３．産業 

○両港湾周辺や国道36号には、工業団地や自動車、石油製品、紙・パルプ等の関連企業が多数立地 

○室蘭港に輸入された木材チップや鉄鉱石等が工場で自動車部品や紙製品に加工され、国道36号を通り
苫小牧港から道外へ移輸出されている 

○関連企業の設備投資も活性化しており、沿線自治体の工業製品出荷額も増加傾向 

１．対象地域の状況 

６ 
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■沿線自治体の工業製品出荷額・道内シェアの推移 

資料：北海道工業統計調査 
※苫小牧市、白老町、登別市、室蘭市 

（千万円） （道内シェア） ■国際拠点港湾周辺の企業立地状況 

国際拠点港湾 
苫小牧港 
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７ 

２．一般国道３６号白老拡幅の概要 



【計画概要】 

・事業名：一般国道３６号 白老拡幅 

・区間：北海道苫小牧市樽前～北海道白老郡白老町社台 

・延長：4.8ｋｍ    ・計画交通量：約22,200台/日  

・車線数：4車線   ・全体事業費：約40億円  

２．一般国道３６号白老拡幅の概要 

８ 

【事業の経緯】 

・S41：都市計画決定 

【平面図】 【標準横断図】 
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３．一般国道３６号白老拡幅の課題と整備効果 



60 

75 

55

60

65

70

75

80

平常時 大型連休

（分）

19,500
20,100

22,900

10

30

50

15,000

20,000

25,000

平常期 夏期休日 大型連休

（日交通量：台/日） （平均旅行速度：㎞/h）

（4月～11月） （7月～9月） （GW・お盆・SW）

22

36

44

3

3

.

0

3

3

.

0

4

4

.

0

5

5

.

0

6

0

.

0

3

3

.

0

2

2

.

0

2

7

.

7

2

7

.

7

2

7

.

7

3

3

.

0

3

3

.

9

3

3

.

9

2

3

.

0

3

3

.

0

3

3

.

0

4

4

.

0

6

2

.

0

3

3

.

0

2

2

.

0

2

5

.

6

2

5

.

6

2

5

.

6

2

2

.

0

2

2

.

0

3

3

.

0

3

3

.

0

2

2

.

0

3

3

.

0

3

3

.

0

3

3

.

0

3

3

.

0

6

9

.

0

4

4

.

0

6

9

.

0

6

2

.

0

3

3

.

0

2

2

.

0

2

5

.

2

2

5

.

2

2

5

.

2

2

2

.

0

2

2

.

0

2

2

.

0

3

3

.

0

3

3

.

0

6

9

.

0

6

0

.

0

3

3

.

0

2

2

.

0

2

5

.

9

2

5

.

9

2

5

.

9

6

0

.

0

3

3

.

0

2

2

.

0

2

3

.

2

2

3

.

2

2

2

.

0

2

2

.

0

2

2

.

0

2

2

.

0

3

3

.

0

2

2

.

0

2

2

.

0

2

2

.

0

3

3

.

0

3

3

.

0

4

4

.

0

4

4

.

0

6

0

.

0

3

3

.

0

2

2

.

0

2

2

.

0

2

2

.

0

2

2

.

0

3

3

.

0

4

4

.

0

6

0

.

0

3

3

.

0

2

2

.

0

2

2

.

0

2

2

.

0

2

2

.

0

2

2

.

0

2

2

.

0

4

4

.

0

3

3

.

0

2

2

.

0

2

2

.

0

2

2

.

0

2

2

.

0

2

2

.

0

2

2

.

0

2

2

.

0

3

3

.

0

2

2

.

0

2

2

.

0

2

2

.

0

3

3

.

0

3

3

.

0

4

4

.

0

3

3

.

0

3

3

.

0

3

3

.

0

2

2

.

0

1

1

.

6

1

1

.

6

1

1

.

6

3

3

.

0

4

4

.

0

4

4

.

0

3

3

.

0

2

2

.

0

1

6

.

8

1

6

.

8

1

6

.

8

2

2

.

0

2

2

.

0

3

3

.

0

3

3

.

0

3

3

.

0

2

3

.

0

2

3

.

0

1

9

.

0

2

2

.

0

3

3

.

0

3

3

.

0

3

3

.

0

2

2

.

0

3

3

.

0

3

3

.

0

3

3

.

0

3

3

.

0

3

3

.

0

6

9

.

0

6

0

.

0

3

3

.

0

3

3

.

0

3

0

.

0

3

0

.

0

3

0

.

0

3

3

.

0

6

9

.

0

6

0

.

0

3

3

.

0

3

3

.

0

2

7

.

2

2

7

.

2

2

7

.

2

3

3

.

0

3

3

.

0

6

9

.

0

6

0

.

0

6

0

.

0

3

3

.

0

3

3

.

0

3

6

.

7

3

6

.

7

3

6

.

7

3

3

.

0

3

3

.

0

3

3

.

0

3

3

.

0

3

3

.

0

3

3

.

0

3

3

.

0

3

3

.

0

3

3

.

0

5

5

.

0

3

3

.

0

3

3

.

0

3

3

.

0

4

4

.

0

3

3

.

0

3

3

.

0

3

3

.

0

2

2

.

0

3

3

.

0

3

3

.

0

4

4

.

0

5

5

.

0

5

5

.

0

3

3

.

0

3

3

.

0

3

6

.

7

3

3

.

9

2

3

.

0

3

3

.

0

3

3

.

0

3

3

.

0

3

3

.

0

4

4

.

0

4

4

.

0

3

3

.

9

4

4

.

0

6

9

.

0

6

0

.

0

3

6

.

7

3

6

.

7

3

3

.

0

3

3

.

0

3

3

.

0

3

3

.

0

6

0

.

0

2

2

.

0

3

3

.

0

2

2

.

0

3

3

.

0

4

4

.

0

6

9

.

0

4

4

.

0

6

9

.

0

6

0

.

0

2

2

.

0

2

2

.

0

3

0

.

0

3

0

.

0

3

0

.

0

4

4

.

0

2

2

.

0

2

2

.

0

2

7

.

2

2

7

.

2

2

7

.

2

2

2

.

0

3

3

.

0

3

3

.

0

3

3

.

0

2

2

.

0

3

3

.

0

2

2

.

0

3

3

.

0

3

3

.

0

4

4

.

0

3

3

.

0

3

3

.

0

3

3

.

0

4

4

.

0

4

4

.

0

2

2

.

0

2

2

.

0

1

4

.

0

1

4

.

0

1

9

.

0

3

3

.

0

4

4

.

0

6

0

.

0

2

2

.

0

2

2

.

0

1

1

.

6

1

1

.

6

1

1

.

6

2

2

.

0

3

3

.

0

6

0

.

0

2

2

.

0

2

2

.

0

2

4

.

0

2

2

.

0

2

2

.

0

2

2

.

0

2

2

.

0

2

2

.

0

3

3

.

0

3

3

.

0

2

2

.

0

2

2

.

0

3

3

.

0

3

3

.

0

6

9

.

0

3

3

.

0

6

0

.

0

6

0

.

0

2

2

.

0

2

2

.

0

2

2

.

0

2

2

.

0

2

2

.

0

6

0

.

0

3

3

.

0

2

2

.

0

2

2

.

0

2

2

.

0

2

2

.

0

2

2

.

0

2

2

.

0

2

2

.

0

3

3

.

0

2

2

.

0

2

2

.

0

2

2

.

0

3

3

.

0

3

3

.

0

6

9

.

0

2

2

.

0

3

3

.

0

4

4

.

0

4

4

.

0

6

0

.

0

3

3

.

0

2

2

.

0

2

2

.

0

2

2

.

0

2

2

.

0

2

2

.

0

2

3

.

2

2

3

.

2

2

3

.

2

2

2

.

0

2

2

.

0

3

3

.

0

2

2

.

0

2

2

.

0

3

3

.

0

4

4

.

0

6

9

.

0

6

0

.

0

3

3

.

0

2

2

.

0

2

5

.

9

2

5

.

9

2

5

.

9

2

2

.

0

2

2

.

0

2

2

.

0

3

3

.

0

4

4

.

0

6

9

.

0

6

0

.

0

3

3

.

0

2

2

.

0

2

5

.

2

2

5

.

2

2

5

.

2

2

2

.

0

2

2

.

0

2

2

.

0

3

3

.

0

4

4

.

0

6

9

.

0

6

2

.

0

3

3

.

0

2

2

.

0

2

5

.

6

2

5

.

6

2

5

.

6

2

2

.

0

2

2

.

0

2

2

.

0

3

3

.

0

3

3

.

0

6

9

.

0

6

2

.

0

3

3

.

0

2

2

.

0

2

7

.

7

2

7

.

7

2

7

.

7

2

2

.

0

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

22,000

24,000

26,000

4
月

1
日

4
月

6
日

4
月

1
1
日

4
月

1
6
日

4
月

2
1
日

4
月

2
6
日

5
月

1
日

5
月

6
日

5
月

1
1
日

5
月

1
6
日

5
月

2
1
日

5
月

2
6
日

5
月

3
1
日

6
月

5
日

6
月

1
0
日

6
月

1
5
日

6
月

2
0
日

6
月

2
5
日

6
月

3
0
日

7
月

5
日

7
月

1
0
日

7
月

1
5
日

7
月

2
0
日

7
月

2
5
日

7
月

3
0
日

8
月

4
日

8
月

9
日

8
月

1
4
日

8
月

1
9
日

8
月

2
4
日

8
月

2
9
日

9
月

3
日

9
月

8
日

9
月

1
3
日

9
月

1
8
日

9
月

2
3
日

9
月

2
8
日

1
0
月

3
日

1
0
月

8
日

1
0
月

1
3
日

1
0
月

1
8
日

1
0
月

2
3
日

1
0
月

2
8
日

1
1
月

2
日

1
1
月

7
日

1
1
月

1
2
日

1
1
月

1
7
日

1
1
月

2
2
日

1
1
月

2
7
日

1
2
月

2
日

1
2
月

7
日

1
2
月

1
2
日

1
2
月

1
7
日

1
2
月

2
2
日

1
2
月

2
7
日

1
月

1
日

1
月

6
日

1
月

1
1
日

1
月

1
6
日

1
月

2
1
日

1
月

2
6
日

1
月

3
1
日

2
月

5
日

2
月

1
0
日

2
月

1
5
日

2
月

2
0
日

2
月

2
5
日

3
月

1
日

3
月

6
日

3
月

1
1
日

3
月

1
6
日

3
月

2
1
日

3
月

2
6
日

3
月

3
1
日

（台/日）
4月 11月10月9月8月7月6月5月 1月 2月12月 3月

１．観光の交通課題と要因 

３．一般国道３６号白老拡幅の課題と整備効果 

○当該区間では、ＧＷ、お盆、ＳＷ等の大型連休に交通量が増加し、２車線区間では混雑が発生 

○特に市街地部の信号交差点付近で渋滞し、新千歳空港から白老町間の所要時間が約１５分増加 

■休日・観光期の交通量と
旅行速度の変化 

交通量が 
約２割増加 

旅行速度が 
約20km/h低下 

GW お盆 SW 

■年間交通量の変動 

１０ 

資料：室蘭開発建設部交通量調査（H27） 

大型連休時に
交通量が増加 

■大型連休時上下線別時間帯別旅行速度 

18時

17時

16時

15時

14時

13時

12時

11時

10時

9時

8時

7時

18時

17時

16時

15時

14時

13時

12時

11時

10時

9時

8時

7時
（下り） 

下り 

（上り） 

上り 

■：20km/h未満  ■：20km/h以上～30km/h未満  ■：30km/h以上～40km/h未満  
■：40km/h以上～50km/h未満  □：50km/h以上 

信号交差点で
20km/h未満に低下 

信号交差点で
20km/h未満に低下 

4車線 4車線 2車線 

至 室蘭 至 苫小牧 

社台市街地 

主要渋滞箇所 

資料：プローブデータ（H27大型連休（GW、お盆、SW）） 

資料：プローブデータ（H27） 
    平常期：4-11月 
    大型連休：GW、お盆、SW（9日間） 
    旅行速度：14-16時台平均 

■新千歳空港～白老町の
所要時間 

約１５分 
増加 

資料：室蘭開発建設部交通量調査（H27） 
    プローブデータ（H27） 
    平常期：4-11月、夏期休日：7-9月 
    大型連休：GW、お盆、SW（9日間） 
    旅行速度：14-16時台平均 



■白老町～苫小牧市の所要時間の変化 

39

33

25

30

35

40

45

現況

（2車線）

整備後

（4車線）

資料：プローブデータ（H27)         
大型連休：GW、お盆、SW（9日間） 

（分） 

約６分短縮 

２．観光の整備効果 

【今後想定される懸念事項】 
○平成３２年予定のアイヌ文化の復興等の拠点となる「民族共生象徴空間」開設や平成３０年の室蘭港
フェリー就航による交通需要の増加により、更なる渋滞が懸念 

３．一般国道３６号白老拡幅の課題と整備効果 

１１ 

【整備効果】 
○４車線化による観光期渋滞の解消により、地域の観光振興に貢献 

国際拠点港湾 

室蘭港 

白老拡幅 

アイヌ文化の復興等の拠点 
・平成32年のオリンピック・パラリンピック 
 東京大会の開催にあわせて、白老町に 
 整備（H26.6閣議決定） 
・年間100万人の来場者の受け入れ体制 
 を確立するため交通アクセスの強化等を 
 推進（H28.7「民族共生象徴空間」基本構想） 

【民族共生象徴空間】 

写真 観光期の渋滞状況 

社台市街を 
中心に混雑 

民族共生象徴空間
や道央方面への来
訪増加が予想 

空港からの
来訪増加 

国立民族共生公園

国立アイヌ民族博物館

○体験交流施設等

国立アイヌ民族
博物館

■観光を取り巻く環境の変化 

フェリー就航に
よる観光来訪者
の増加が予想 

資料：室蘭開発建設部 
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30%

65%

70%

35%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

北海道

当該区間

貨物車事故 その他事故

３．物流の交通課題と要因 

○当該区間は、北海道内の国道２車線区間の中で混雑度が２．１７と最も高く、交通容量不足により、旅
行速度が４車線区間に比べ約２割低下し、企業では製品の出荷時間を早める等の対応を強いられている 

○貨物車関連事故の割合が全道平均の２倍以上と高く、その約９割が追突と正面衝突事故により発生 
○ボトルネックによる速度低下により郊外部において無理な追い越しが生じ、過去１０年で死亡事故が４
件発生し、その全てが貨物車関連事故で死亡事故率は全国平均の３倍以上 

３．一般国道３６号白老拡幅の課題と整備効果 

１２ 

約７割が貨物車事故 

全道平均の 
約2.2倍 

■貨物車関連事故の発生状況 

■貨物車関連事故の死亡事故率 

■事故類型別発生割合 

資料：事故マッチングデータ（H17-26） 

全道平均の2倍以上 
全国平均の3倍以上 

N=34 

N=14053 

追突と正面衝突事
故で全体の約9割 

資料：事故マッチングデータ（H17-26） 

資料：事故マッチングデータ（H17-26） 

資料：プローブデータ（H27）年間平均 

■ ２車線区間の速度低下と交通事故 

事故危険区間 死亡事故（H19-H28） 主要渋滞箇所 

混雑度2.17 

  ２車線区間   ４車線    ４車線 

混雑度0.94 混雑度0.32 

至

室
蘭

至

札
幌

社台市街地

7% 5%

11%

46%

61%

16%

11%

1%

0%

15%

6%
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11%

3%

0%

1%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全道国道

（その他事故）

社台地区

（その他事故）

人対車両 正面衝突 追突 出合頭 追越追抜時

右左折時 相互その他 工作物衝突 路外逸脱 単独その他
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（万ﾄﾝ） （台/日）

４．物流の整備効果 

【今後想定される懸念事項】 
○苫小牧港・室蘭港の港湾取扱貨物量や沿線自治体の工業製品出荷額が増加傾向で、大型車交通量も増加
傾向 

○平成３０年には室蘭港－宮古港間の定期フェリー航路の開設に伴う交通需要の増加により、２車線区
間で更なる速度低下や貨物車事故の発生が懸念 

３．一般国道３６号白老拡幅の課題と整備効果 

１３ 

【整備効果】 
○対象区間の整備による円滑で安全な物流ルートの確保により、企業活動を支援 

資料：苫小牧港、室蘭港統計年報 
   室蘭開発建設部調べ 

■苫小牧港・室蘭港の取扱貨物量
と大型車交通量の推移 

■室蘭港～宮古港間 
    フェリーの運行概要 

資料：室蘭市HP 

■混雑度の変化 

2.17

0.94

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

現況

（2車線）

整備後

（4車線）

資料：室蘭開発建設部交通量調査（H27） 

約６割減少 

増加傾向 
21,621

23,354
24,263

25,338

27,703

35%

40%

45%

15,000

20,000

25,000

30,000

H22 H23 H24 H25 H26

増加傾向 

■沿線自治体の工業製品出荷額 
 ・道内シェアの推移 

資料：北海道工業統計調査 
※苫小牧市、白老町、登別市、室蘭市 

（千万円） （道内シェア） 

写真 2車線への合流部における混雑状況 
資料：室蘭開発建設部 



１４ 

４．費用便益分析結果 



４．費用便益分析結果 

１５ 

便益（Ｂ） 
Ｂ／Ｃ 

現在価値化後 

走行時間短縮便益 
182億円 

（59億円） 

214億円 
（69億円） 

    214億円 
 1.5＝ 
    138億円 
 
 
 
    69億円  
 1.5＝ 
    45億円 
 

走行経費減少便益 
17億円 

（4億円） 

交通事故減少便益 
15億円 

（6億円） 

コスト（Ｃ） 
単純価値 現在価値化後 

事業費 
139億円 

（37億円） 
106億円  

（34億円） 
138億円 

（45億円） 
維持管理費 107億円 

（29億円） 
33億円 

（11億円） 

注）上段の値は、苫小牧市～室蘭市を対象とした場合、下段（ ）書きの値は事業化区間を対象にした場合の費用便益分析結果 

※基準年（H28）における現在価値（現在価値算出のための社会的割引率：４％） 

※端数処理の関係上、合計と一致しないことがある 



１６ 

５．とりまとめ 



１７ 
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一般国道３６号 白老町社台地区における計画段階評価

②国際拠点港湾間における
北海道最大の物流隘路

２．原因分析

①観光期渋滞の解消により地域振興に貢献するとともに、
アイヌ文化復興の拠点整備等を支援

②国際拠点港湾間の連結強化、円滑で安全な物流の確保に
より企業活動を支援

３．政策目標

①交通量増加に伴う

旅行速度低下により渋滞発生

②ボトルネックによる
速度低下・事故の発生

○当該区間は４車線に挟まれた２車線区間で、北

海道内の国道２車線区間の中で最も混雑度が

2.17と高く、交通容量不足により、旅行速度が

４車線区間に比べ２割低下。（図８、図９）

○死亡事故は、郊外部の無理な追い越しなどによ

り発生。貨物車関連事故が全道平均の２倍以上

と多く発生し、貨物車死亡事故率は全国平均の

３倍以上。(図１０)

○当該区間は４車線に挟まれた２車線区間で、

大型連休における交通量の大幅な増加により、

２車線区間で渋滞が発生。(図７、図８)

○国際物流港湾周辺の国道36号の交通量は２

万台を超え、２車線区間は速度低下が顕著

なため製品の出荷時間を早める等の対応を

強いられている。また、死亡事故が多く発

生するなど、物流の隘路区間。（図４）

○国際拠点港湾である苫小牧港と室蘭港の両

港に挟まれた国道沿線には工業団地や石油

製品等の工場が多数立地し、港湾

取扱貨物量の増加と相まって沿線

自治体の工業製品出荷額も増加

傾向。（図５、図６）

○平成30年には、室蘭港に定期フェ

リー航路が開設されるなど、更な

る交通需要の増加が予想される中、

円滑な交通環境の確保が課題。

写真 観光期の渋滞状況

１．地域の課題

21,621

23,354
24,263

25,338

27,703

35%

40%

45%

15,000

20,000

25,000

30,000

H22 H23 H24 H25 H26

図６ 沿線自治体の工業製品出荷
額が増加傾向で道内シェアは４割

苫小牧
52%

室蘭
12%

函館
16%

釧路
7%

小樽
5% その他

8%

道内港湾

取扱貨物量

204,516千㌧

図５ 道内港湾取扱貨物量
資料：北海道港湾統計年報（H27）

図４ 苫小牧港～室蘭港間における
主な物流がボトルネック区間を通過
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686 691 

752 759 

600 
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700 

750 

800 

H23 H24 H25 H26 H27

図２ 沿線自治体（苫小牧市、白老町、
登別市）の観光入込客数

増加傾向

資料：北海道観光入り込み客数調査

（万人）

資料：北海道工業統計調査
※苫小牧市、白老町、登別市、室蘭市

道内取扱貨物
量の約６割

支笏湖

倶多楽湖

新千歳空港

36

大型連休に２車線
区間で渋滞発生

国道沿線の観
光施設を周遊

凡 例

： 国道36号沿線観光地
： 周遊観光ルート

２車線

全道平均の2倍以上
全国平均の3倍以上

図１０ 貨物車関連事故の死亡事故率
資料：事故マッチングデータ(H17-H26)

とまこまい むろらん

し ん ち と せ の ぼ り べ つ

の ぼ り べ つ

し ら お い ち ょ う し ゃ だ い

むろらん

①観光期渋滞により観光・文化
施設へのアクセス性低下

○新千歳空港から登別市の国道36号沿線

には、アイヌ民族博物館、登別温泉等

の観光・文化施設が多数存在し、観光

拠点を周遊する観光客が近年増加傾向。

○国道36号の２車線区間では、大型連休

に渋滞が発生し、新千歳空港～白老町

間の所要時間が約15分増加。

(図１、図２、図３)

○平成32年予定のアイヌ

文化の復興等の拠点と

なる「民族共生象徴空

間」開設による交通需

要の増加により、更な

る渋滞が懸念され観光

・文化施設への交通ア

クセス性が課題。
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22,900
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15,000

20,000

25,000

平常期 夏期休日 大型連休

（日交通量：台/日） （平均旅行速度：㎞/h）

（4月～11月） （7月～9月） （GW・お盆・SW）

22

36

44

図７ 休日や大型連休には交通量が
増加し、旅行速度が低下

交通量の増加により
渋滞が発生

Ｎ

図３ 新千歳空港～白老町の
所要時間が増加

約15分増加

図１ 国道36号沿線の観光地を周遊

（出荷額：億円）
増加傾向

（北海道内シェア）

資料：プローブデータ（H27）、平常期：4-11月
大型連休：GW、お盆、SW（9日間）

旅行速度：14-16時台平均

事故危険区間 死亡事故（H19-H28）主要渋滞箇所

図８ ４車線に挟まれた
２車線区間では
混雑度が高く死亡
事故等の交通事
故が多発

混雑度2.17

２車線区間 ４車線４車線

混雑度0.94混雑度0.32

至

室
蘭

至

札
幌

社台市街地

・アイヌ文化の復興等の拠点
・平成32年のオリンピック・パ

ラリンピック東京大会の開
催にあわせて開設予定

・年間100万人の来場者を見
込み交通アクセスの強化等
を推進

【民族共生象徴空間】

国立民族共生公園

国立アイヌ民族博物館

○体験交流施設等

国立アイヌ民族
博物館

資料：プローブデータ（H27）、年間平均

図９ ２車線区間で速度が低下

4車線区間に比べ
約２割低下

資料：室蘭開発建設部交通量調査（H27）
プローブデータ（H27）

平常期：4-11月、夏期休日：7-9月
大型連休：GW、お盆、SW（9日間）

旅行速度：14-16時台平均

紙製品製造

室
蘭
港

苫
小
牧
港

工場、工業団地

自動車部品製造自動車鋼材製造

鉄鉱石輸入

燃料製造

原油輸入

自動車部品移出

木材チップ輸入 紙製品移輸出

Ｎ

工場、工業団地

白老拡幅
H30 室蘭～宮古間

定期フェリー航路開設 苫 小 牧市

室 蘭 市 登 別 市

白 老 町

36 混雑度2.17
混雑度1.45

混雑度1.60

28 , 567台/日

18 , 935台/日

26 , 668台/日



１８ 

（参考）当該事業の経緯等

○都市計画決定等の状況

S41 都市計画決定

○事故・渋滞対策の取り組み

H22年12月 北海道における事故危険区間の選定・公表

H29年 2月 渋滞対策の基本方針策定（北海道渋滞対策協議会）

○地域の要望等

H28年 3月 白老町が4車線拡幅を国土交通大臣に要望

H28年 7月 室蘭地方総合開発期成会が4車線拡幅を国土交通省に要望

H28年10月 白老町、白老町議会、民族共生象徴空間整備による白老町活性化推進

会議が4車線拡幅を国土交通省に要望

H28年11月 室蘭地方総合開発期成会、苫小牧地方総合開発期成会が4車線拡幅を

国土交通省に要望

H29年 2月 室蘭地方総合開発期成会、苫小牧地方総合開発期成会が4車線拡幅を

国土交通大臣政務官に要望

対応方針：案①による対策が妥当

・路線名：一般国道36号

・区間：北海道苫小牧市樽前～北海道白老町社台

・概略延長：L＝４．８km ・車線数：４車線

・設計速度：８０ｋｍ／ｈ ・概ねのルート：図１１の通り

４．対策案の検討

図１１ 白老町社台地区における対策案

とまこまい たるまえ しらおいちょうしゃだい

しらおいちょう

白老町

白老IC

苫小牧西IC

樽前山
(活火山)

至 新千歳
空港

至 室蘭港

至 支笏湖

国際拠点港湾
苫小牧港

28,567台/日

10,904台/日

18,935台/日

白老町社台地区

２車線区間 延長４.８㎞

（
終
）
北
海
道
白
老
郡
白
老
町
社
台

し
ら
お
い
ち
ょ
う

し
ら
お
い

し
ゃ
だ
い

（
起
）
北
海
道
苫
小
牧
市
樽
前

と

ま
こ
ま
い

た
る
ま
え

しらおい

とまこまい

苫小牧市
とまこまい

評価項目
【案①】４車線化案 【案②】対策をしない案

項目 指標

政
策
目
標

周遊観光の促進により地域振興に
貢献するとともに、 アイヌ文化復
興の拠点整備等を支援

速達性の向上 ・４車線化により、渋滞箇所が解消され所用時間が短縮 ○ ・現況のままであるため、所要時間は変わらない ×

観光産業促進 ・所要時間の短縮により、周遊観光を促進 ○ ・現況のままであるため、観光周遊性は変わらない ×

国際拠点港湾間の連結強化、円
滑で安全な物流の確保により企業
活動を支援

交通容量の確保 ・４車線化により、旅行速度が向上する ○ ・現況のままであるため、旅行速度は変わらない ×

交通事故の減少 ・４車線化により、死亡事故等の交通事故が減少する ○ ・現況のままであるため、交通事故は減少しない ×

産業支援 ・速度低下が解消され、物流等は安定輸送が可能 ○ ・現道のままであるため、物流輸送は変わらない ×

整
備
に
よ
る

影
響

自然環境 ・現道拡幅のため、自然環境への影響は小さい ○ ・現況のままであるため、自然環境への影響はない ○

生活環境
・現道拡幅により家屋に道路が近づくことによる生活環境
への影響がある

△ ・現況のままであるため、生活環境の影響はない ○

整備に要する費用 約40億円 －

総合評価 ○ －

一般国道３６号 白老町社台地区における計画段階評価
し ら お い ち ょ う し ゃ だ い

案①４車線化案

案①標準横断図

案①4車線化案

主要渋滞箇所



１９ 

紙製品製造
室
蘭
港

苫
小
牧
港

工場、工業団地

自動車部品製造自動車鋼材製造

鉄鉱石輸入

燃料製造

原油輸入

自動車部品移出

木材チップ輸入 紙製品移輸出

工場、工業団地

苫小牧市

室蘭市

登別市
白老町

36

H30 室蘭～宮古間
定期フェリー航路開設

白老拡幅
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22,900
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平常期 夏期休日 大型連休

（日交通量：台/日） （平均旅行速度：㎞/h）

（4月～11月） （7月～9月） （GW・お盆・SW）
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36
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・国際拠点港湾周辺の国道36号の交通量は２万

台を超え、２車線区間は、旅行速度の低下が顕

著。また、死亡事故が多く発生するなど、物流

の隘路区間。（図６）

・国際拠点港湾苫小牧港と室蘭港は北海道最大

の物流拠点で、両港に挟まれた国道沿線には、

工業団地や石油製品等の工場が多数立地し、

港湾取扱貨物量の増加と相まって、沿線自治

体の工業製品出荷額も増加傾向。（図７、図８）

・平成30年に室蘭港にフェリーの就航が予定され、

物流においても交通需要の増加が予想される

中、円滑な交通環境の確保が課題。

大型連休に
は交通量が

増加し渋滞
が発生

支笏湖

倶多楽湖
白老拡幅

凡 例

新千歳空港

： 国道36号沿線観光地
： 周遊観光ルート

36

Ｎ

２．課題

１．事業概要

■費用便益分析結果
B/C EIRR※1 総費用 総便益

1.5
（1.5）

7.5%
（7.9%）

138億円※2

（45億円※2）
214億円※2

（69億円※2）

注）上段の値は苫小牧市～室蘭市を対象とした場合、下段（ ）書きの値は事業化区間を対象にした場合の費用便益分析結果
※１： EIRR：経済的内部収益率
※２：基準年（H28年）における現在価値記入（現在価値算出のための社会的割引率：４％）

図２ 広域図図１ 事業位置図

一般国道３６号 白老拡幅に係る新規事業採択時評価
しらおい

効果１ 観光期渋滞の解消により地域振興に貢献

資料：H27プローブデータ（大型連休）

一般国道３６号
白老拡幅

３．整備効果

・起終点：北海道苫小牧市樽前

～北海道白老郡白老町社台

・延長等：4.8km

（第３種第１級、４車線、設計速度80㎞/h）

・全体事業費：約40億円

・計画交通量：約22,200台／日

と ま こ ま い た る ま え

乗用車 小型貨物 普通貨物

約13,300台/日 約1,700台/日 約7,200台/日

し ら お い しらおいちょう し ゃ だ い

効果２ 円滑で安全な物流の確保により企業活動を支援
・港湾取扱貨物量も増加傾向にあり、対象区間の整備による

円滑で安全な物流ルートの確保により、企業活動を支援。

①観光期渋滞により観光・文化施設へのアクセス性低下

【混雑度】 現況 2.17 ⇒ 整備後 0.94（約６割減少）

Ｎ

・観光期渋滞の解消により地域振興に貢献するとともに、アイヌ文化復興の拠点整備等を支援

・国際拠点港湾間の連結強化、円滑で安全な物流の確保により企業活動を支援

・アイヌ文化の復興等の拠点

・平成32年のオリンピック・パラリンピック

東京大会の開催にあわせて、白老町に

整備（H26.6閣議決定）

・年間100万人の来場者の受け入れ体制

を確立するため交通アクセスの強化等を

推進（H28.7「民族共生象徴空間」基本構想）

図９ 民族共生象徴空間の概要

・観光期渋滞の解消により、地域の観光振興に貢献。

・「民族共生象徴空間」へのアクセス道路整備により、

アイヌ文化復興の拠点整備等を支援。（図９）

（登別市・白老町「まち・ひと・しごと創生総合戦略」に位置付け）

（アイヌ総合政策推進会議『「民族共生象徴空間」基本構想』に位置付け）

【白老町～苫小牧市の所要時間】
現況 39分 ⇒ 整備後 33分（約６分短縮）

とまこまいしらおいちょう

写真 観光期の渋滞状況
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延長4.8km

樽前山

（
終
）
北
海
道
白
老
郡
白
老
町
社
台

（
起
）
北
海
道
苫
小
牧
市
樽
前

ほ

っ
か
い
ど
う

と
ま
こ
ま
い

た
る
ま
え

ほ

っ
か
い
ど
う
し
ら
お
い

し
ら
お
い
ち
ょ
う
し
ゃ
だ
い

民族共生象徴空間
(H32開設予定)

一般国道36号

白老拡幅
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図４ 沿線自治体（苫小牧市、白老町、
登別市）の観光入込客数が
増加傾向 資料：北海道観光入込客数調査

（万人）

増加傾向

図３ 国道36号沿線の観光地を周遊

国道沿線の観光施
設を周遊

しんちとせ のぼりべつ

のぼりべつ

【死傷事故率】

図５ 休日や大型連休には交通量が
増加し、旅行速度が低下

とまこまい

②国際拠点港湾間における北海道最大の物流隘路 ４車線に挟まれた２車線区間
旅行速度が約２割低下

図６ 苫小牧港～室蘭港
間における主な物流が
ボトルネック区間を通過

21,621

23,354
24,263

25,338

27,703

35%

40%

45%

15,000

20,000

25,000

30,000

H22 H23 H24 H25 H26

資料：北海道工業統計調査

図８ 沿線自治体（苫小牧市、
白老町、登別市、室蘭市）
の工業製品出荷額が増加
傾向で、道内シェアは４割

（億円）
増加傾向

（道内シェア）

苫小牧
52%

室蘭
12%

函館
16%

釧路
7%

小樽
5% その他

8%

道内港湾

取扱貨物量

204,516千㌧

図７ 道内港湾取扱貨物量
の約６割を占める
苫小牧港と室蘭港
資料：北海道港湾統計年報（H27）

道内取扱貨物量
の約６割

むろらん

むろらん

２車線区間で観光
期に渋滞発生

現況 全国平均以上（2箇所）94～109件/億台㎞
⇒ 整備後 13件/億台㎞

・新千歳空港から登別市の国道36号沿線には、

アイヌ民族博物館、登別温泉等の観光・文化

施設が多数存在し、観光拠点を周遊する観光

客が近年増加傾向。（図３、図４）

・国道36号の２車線区間では、観光期の休日や

大型連休には交通量の増加により、旅行速度

が低下し市街地を中心に渋滞が発生。（図５）

・平成32年予定のアイヌ文化の復興等の拠点と

なる「民族共生象徴空間」 開設や、平成30年

には、室蘭港に定期フェリーの就航が予定さ

れるなど交通需要の増加により、更なる渋滞

が懸念され観光・文化施設へ

の交通アクセス性が課題。

（貨幣換算可能な効果のみを金銭化し、費用と比較したもの）

むろらん

国立民族共生公園

国立アイヌ民族博物館

○体験交流施設等

国立アイヌ民族
博物館

資料：室蘭開発建設部交通量調査（H27）
プローブデータ（H27）
平常期：4-11月、夏期休日：7-9月
大型連休：GW、お盆、SW（9日間）
旅行速度：14-16時台平均



２０ 

はぎの きたよしはら たけうらたるまえ しゃだい

一般国道３６号 白老拡幅に係る新規事業採択時評価
しらおい

室蘭IC
むろらん

白老拡幅

Ｎ

80818283848586
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120
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0
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（単位：ｍ）【縦断図】

（KP）

一般国道３６号 白老拡幅
しらおい

別々橋
L=42m

樽前橋
L=25m

全体延長：4.8km
土工延長：4.7km（99%）
橋梁延長：0.1km（1%）

【標準横断図】 （単位：ｍ）

登別室蘭IC
のぼりべつむろらん

登別東IC
のぼりべつ

白老IC
しらおい

苫小牧西IC
とまこまい

苫小牧東IC
とまこまい

新千歳空港IC
しんちとせ

沼ノ端IC
ぬまのはた

ちとせ

千歳市

とまこまい

苫小牧市

しらおいちょう

白老町

のぼりべつ

登別市

むろらん

室蘭市

国際拠点港湾

苫小牧港

国際拠点港湾

室蘭港

新千歳空港

樽前山

倶多楽

支笏湖

主要道道
室蘭環状線

２車線区間

延長4.8ｋm

２車線区間

延長8.3ｋm

２車線区間

延長5.0ｋm

登別温泉■

■虎杖浜温泉

日本製鋼所
■

新日鐵住金 ■

日本製紙
■

■

石山工業団地

王子製紙 ■

■

苫小牧西部

工業団地

■

出光製油所

■トヨタ自動車
北海道

ウトナイ
湖

橋梁
25m橋梁

42m

10,904台/日

18,935台/日

28,567台/日

12,600台/日

10,062台/日

14,198台/日

26,688台/日

至 札幌

至

函
館

一般国道３６号 白老拡幅

対象区間 延長４.８ｋm
（
終
）北
海
道
白
老
郡

白
老
町
社
台

し
ら
お
い
ち
ょ
う

し
ら
お
いし

ゃ
だ
い

（起
）
北
海
道
苫
小
牧
市
樽
前

と
ま
こ
ま
い

た
る
ま
え

0km 1km 2km 5km 10km

しらおい

アイヌ民族
博物館

「民族共生象徴空間」
・アイヌ文化の復興等の拠点

・平成26年6月に白老町に整備することを閣議決定

・年間100万人の来場者の受け入れ体制を確立す

るため交通アクセス強化を推進

（H28.7「民族共生象徴空間」基本構想）

国立民族共生公園

国立アイヌ民族博物館

○体験交流施設等

国立アイヌ民族
博物館

凡 例

対象区間

高速道路

一般国道

主要地方道

一般都道府県道

その他道路

橋梁構造

主要渋滞箇所

事故危険区間

死亡事故発生箇所

交通量調査（H27）

市街地（集落）

市町村境界線

車線数（2車線/4車線）

交通量台/日


